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九州大学医学部 病態修復内科学と大分大学医学部 腫瘍・血液内科学講座の合同で開催さ

れてきた本研修会も今回で第 12 回を迎えた。今回はコロナウイルス感染症の流行という社会情

勢を考慮して、Web conference という新たな形式での開催となった。「新ニーズに対応する九州が

んプロ養成プラン」の教員、大学院生に加えて福岡、大分などの各施設から総勢 42 名の医療者

が参加することとなった。回を重ねるごとに臨床腫瘍学に関わる多様な演題が発表され、今回は

2018 年ノーベル医学生理学賞で話題となった免疫チェックポイント阻害薬に関する基礎研究・臨

床研究や新しい臨床概念である腫瘍循環器学などのトピックに関する発表が行われた。 

 

まず大分大学医学部 腫瘍・血液内科学講座 稲墻 崇先生からは、食道原発悪性黒色腫に対

して免疫チェックポイント阻害薬を使用した症例について発表していただいた。ニボルマブやイピ

リムマブは、いわゆる免疫チェックポイント阻害薬であり、長期生存が期待できる画期的な治療薬

である一方、本症例における間質性肺炎のような特有の免疫関連有害事象が問題となっている。

免疫関連有害事象はまだ発症機序や対処法が十分確立されておらず、診断・治療の難しい有害

事象であるが、本症例は適切な診断と早期のステロイドの使用により良好にマネジメントされてい

た。早期診断・治療の重要性を改めて実感する内容であり、明日からの診療にすぐに応用できる

内容であった。 

 

九州大学医学部 病態修復内科学 土居 靖宗 先生からは、臨床的には進行胃がんと乳がん

の重複がんを疑ったが、病理学的な組織像と免疫組織染色の結果から、乳がんの胃転移という

診断に至った症例について発表していただいた。乳がんの微小な原発巣から胃・大腸転移をきた

したという稀な症例であり、各組織像や免疫組織染色の違いを議論するのは非常に有意義な時

間であった。進行胃がんと進行乳がんとでは、治療方針や予後が全く異なるため、病理医と密に

連携し、診断を進めていくことの重要性を再認識させられる内容であった。 

 

九州大学医学部 病態修復内科学 森山 祥平 先生からは、腫瘍循環器学に関する後ろ向き

観察研究について発表していただいた。腫瘍循環器学の概念自体は、近年浸透してきたが、今回

は実臨床においてどのように臨床研究を進めていくのかという具体例を示していただき、非常に

勉強になった。早期発症がん治療関連心筋障害は同種造血幹細胞移植後の独立した予後不良

因子であるという結論であったが、実臨床の治療成績改善にどのように繋げていくのかという課

題も残った。 
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九州大学医学部 病態修復内科学 大村 洋文 先生からは、胃がん症例においてニボルマブ

投与前後の末梢血における免疫細胞サブセット変化についてフローサイトメトリーを用いて解析し

た基礎研究について発表していただいた。本研究は、本研修会の参加施設からも一部検体を集

めており、約 3 年にわたる研究成果が形となった素晴らしい内容であった。様々ながん腫に対す

る免疫チェックポイント阻害薬の予後予測・効果予測バイオマーカーに関する研究は、世界中で

行われており、未解明な部分が多く残るホットな領域である。大村先生はイメージングマスサイトメ

トリーを用いたさらなる解析を検討されており、今後の研究に期待したい。 

 

最後は九州医療センター 腫瘍内科 上原 康輝 先生から、腎がんに対するニボルマブ・イピリ

ムマブ併用療法に関する case series について発表していただいた。がん種は異なるが、稲墻先

生の報告と共通する部分があり、本報告でも 40%に重篤な副作用を認めていたが、適切な診断・

早期治療により管理されていた。さらに興味深いことに免疫関連有害事象は治療奏効例に多く認

めていた。今後は他がん腫においても免疫チェックポイント阻害薬の併用や、殺細胞性抗がん薬

との併用が保険承認されることが予想される。効果を期待する一方で、治療前の入念な有害事象

リスクスクリーニングや患者様ご本人への教育により、有害事象を上手に早期発見・管理していく

ことの重要性を学んだ。 

 

今回で第 12 回となった本研修会であるが、悪性腫瘍における治療の目まぐるしい発展に伴い

発表演題や討論の議題も毎年大きく様変わりしており、自分の働く施設だけでは気づきにくい臨

床疑問や問題点を解消する良い機会となっていると感じた。また今回は初めて Web conference と

いう形式であったが、これまでと同様の活発な議論がなされ、例年ではお会いできない遠方の先

生や腫瘍学に興味のある研修医などが参加しやすい環境であったと思われる。学会とは違い非

常にリラックスした雰囲気で年齢を超えて自由な議論ができる貴重な研修会であるため、コロナウ

イルス感染症が収束し、本研修会が今後も末長く継続して行くことを望むばかりである。 
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